
 

「経験したことのない」に対応する力をつける 

 「こんなことは、今まで経験したことがない」近年、ニュースのインタビューなどでよく耳にする

言葉です。日本各地では、これまで経験したことのないような災害が発生しています。このような時

代を生きる子どもたちは、想像を超える災害から自らの命を守るため、その場の状況に応じて判断

し、行動していかなければなりません。 

令和８年５月からの気象庁による新たな防災気象情報の運用開始に伴い、安城市教育委員会では

台風等の異常気象時の対応を一部改正しました。本校でも内容をtetoru配信でお知らせしています。 

先日、雨の日に、登校してきた子どもたちから、「大雨で危なかったら登校しなくてもいいんだよね」

という声が聞かれました。ご家庭で防災について話し合っていただいたのだと感じています。あり

がとうございます。 

子どもたちが、自分自身を守る力を身に付けるためには、避難訓練などの経験を積み重ねること

に加え、災害などのニュースに接したときに、「もし自分だったらどう行動するか」と想像する力を

育てることも大切だと考えます。学校では、引き続き、日々の教育活動を通して、子どもたちに「必

要な情報をもとに考え、判断し、行動する力」を育んでいきたいと思います。 

 

 

授業風景 
 

 

 

 

 

 

 

    【１年：体育】       【２年：国語】        【３年：理科】 

 

 

 

 

 

 

 

    【４年：算数】        【５年：体育】         【６年：学活】 

 

 

運動会にむけて 

１０月になると運動会の練習が始まります。涼しくなってきたとはいえ、練習前後の水分補給は

欠かすことができません。また、汗をかくこともありますので、水筒とタオル等を持たせていただく

ようお願いいたします。 
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